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増
加
す
る

急

出

動

火
災
件
数
は
減
少
@
損
害
額
は
激
増

じ
た
事
汝
で
財
閥
続
殺
を
際
療
機

関
そ
の
他
へ
緊
急
に
徹
送
す
る

た
め
の
諸
担
当
な
手
陣
棋
の
な
い
緩

ん
口
等
で
ナ
ゐ

ま
た
、
こ
れ
ま
勺
お
串
院
に
際

し
て
の
副
賞
務
も
し
ば
し
ば
あ
予

ま
し
た
が
.
、
お
淡
に
つ
い
て

は
、
鳴
門
常
品
川
紛
で
な
い
問
問
り
救

急
事
欽
犯
は
談
浅
い
た
し
ま
一
致

ん
の
で
山
財
務
し
な
い
こ
と
に
な

っ
て
お
与
ま
す
。

県
清
防
操
法
大
会

第
十
一
分
間
(
苛
機
動
力
)
出
場

i商草寺傍受に干専e:された

村越新 5号氏

例
年
、
秋
甘
い
災
絡
さ
れ
て
い

た
千
議
出
納
然
防
品
開
淡
火
会
は
、

本
年
波
か
ら
宵
F
d捌
に
行
わ
れ
る

と
主
主
な
型
、
去
る
八
月
一
一
一

R

午
劫
前
九
時
.
か
ら
品
開
附
路
市
八
綴
滋

裁
公
開
閉
グ
ラ
ウ
Y
ド
に
お
い
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
幾
市
か
ら
は

河
機
動
力
分
問
代
表
し
ι
し
て
第

十
一
分
間
関
ハ
出
品
肘
上
〉
が
と
れ

に
附
制
緩
L
、
H
U
燃
の
割
削
綴
成
田
市

会
泊
先
制
押
し
て
見
事
な
淡
件
棋
を
災

関
附
い
た
し
ま
し
た
。

お
れ
日
仲
川
、
開
閉
下
各
心
巾
銘
文
郊

の
摘
出
附
仰
向
山
か
ら
仲
川
市
浪
に
逐
ば
れ

た
、
自
動
古
都
ポ

Y
プ
一
一
十
八

ケ
分
国
側
、
…
開
設
融
制
カ
ポ
Y
プ
二

十
九
ケ
分
間
山
が
出
場
し
、
燃
え

る
よ
う
な
炎
暑
の
や
明
、
地
域
陪
抑

制
抗
争
句
協
晒
立
し
て
伎
災
の
綴
祉
を

掛
噌
滋
し
、
併
せ
て
郷
土
の
栄
紙
偽

ホ
管
内
滞
緩
し
よ
う
k
い
う
熱
烈
な

る
支
仔
務
主
消
防
総
神
と
に
融
制

。
り
た
迫
真
の
淡
伎
が
県
民
附
附
き
れ

耐
門
れ
も
附
市
ア
い
つ
け
が
た
い
俊
秀

な
も
の
ば
か
9
で
あ
守
ま
し

た。
ふ
点
る
七
月
十
九
時
制
行
わ
れ
た

指
摘
問
時
間
後
仲
間
大
会
に
織
問
先
て
各

分
留
と
も
漁
法
務
綴
の
会
然
、

間
同
体
行
動
、
脳
制
偽
揮
の
捌
闘
帥
閥
次
び

途
中
議
、
地
暗
幅
況
な
動
作
挫
す
の
体
得

に
紬
柄
拘
問
し
た
品
綿
製
、
全
体
的
一
レ

ベ
ん
も
酬
明
開
階
的
な
出
内
七
品
問
漆
の

状
梢
胞
を
は
っ
き
り
一
見
る
こ
と

が
で
き
、
紬
械
に
喜
ば
し
く
力
強

い
録
。
で
し
た
さ
ら
に
剣
州
闘

い
い
位
相
弘
樹
輸
相
浴
す
る
悶
災
科
附
弘
前
り

労
務
に
対
L
て
、
返
民
一
人
一

人
げ
か
自
分
泊
所
か
ら
は
経
対
に

火
災
、
そ
り
品
掲
の
災
獲
を
仰
向
ち

な
い
主
い
号
縫
い
を
新
た
に
し

て
、
そ
母
努
力
に
こ
た
え
る
よ

ち
お
関
駅
い
い
た
し
ま
す
。

市
民
の
生

命
.
叫
斜
度
合

災
害
か
ら
守

ち
あ
る
い

は
災
後
に
よ

る
綴
容
を
最

少
限
度
に
ふ
ん

め
る
経
大
な

使
命
感
に
然

訪

文

芸

富

!

ー

で

は

、

来

る

消

ベ

島

幸

い
い
燃
え
て
こ

一

の

主

と

ろ

判

例

附
料
、
相
納
期
悶
絡
の
行
家
が
述
地
視
し

I:J 

言菩狗46年1Jl31日亥主主

人il) 7ぢで
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ゑ
る
七
月
十
九
日
市
川
削
除
係

法
大
会
、
二
十
三
日
我
孫
子

市
・
鎖
市
共
淡
水
防
銭
授
、
八

月
一
一
一
日
千
淡
同
時
消
時
間
同
開
法
大

会
そ
し
て
十
は
討
に
は
裏
側
刑
斜

線
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

議院
M

一
一
一
十
震
を
神
地
す
血
盟
議
の

縫
い
て
い
る
総
暗
部
子
市
叩
学
校
校

庭
に
学
抑
制
か
ら
集
会
し
た
一
政
九

十
品
知
名
の
問
問
ぬ
い
、
市
炎
あ
い

さ
つ
、
総
研
究
矧
訓
示
の
後
千
葉
閥
納

税
紡
晶
子
校
か
ら
派
追
さ
れ
た
石

介
絞
長
の
蜘
指
導
に
よ
り
午
前
中

山
砧
機
体
時
制
硝
練
の
総
帥
町
議
作
中
ご
あ

る
各
向
調
前
線
に
つ
い
て
奴
復
訓

練
が
刊
行
な
わ
れ
、
午
後
協
同
小

隊
，
出
T
州
同
等
加
出
同
体
訓
制
緩
に
つ
い

て
行
な
わ
れ
ま
し
た
ν

開
同
席
し
た
附
山
口
廷
は
料
品
開
然
、
い
り

に
却
制
緩
や
い
U
Y
H
日
常
災
の
守
り
に

炎天下のヰ乏で 11111委主;こ鈴む i詰紡5ll.!支

佳
子
'
る
怜
開
災
の
緩
い
手
と
し

て
、
ゑ
ず
か
し
く
な
い
桝
削
除
問
隊

員
主
し
て
丹
体
力
考
気
力
安
線

療
し
よ
う
と
す
る
気
穫
が
あ
ふ

れ
で
お
れ
ソ
ま
し
た
ふ

と
れ
か
ら
、
ま
だ
詩
句
、
が
当

分
続
く
主
総
わ
れ
ま
す
が
、
火

の
お
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
仲
間
荷
印
さ

れ
る
よ
う
に
お
糊
闘
い
し
ま
す
。

一

号

鈴

…

町

内

外

ヲ

沢

町

一

一

1

4

9

み

れ

υ

一

一

1

1

i

↑

一

i

一

…

土

4

2

…

一

牛

知

仰

心

批

一

泳

教

ぺ

げ

一

決

ω

則

一

一
J

リ

滋

眠

…

…

品

仙

波

，

M

一

十

数

湖

船

…

消
件
紛
糾
減
脱
線
士
試
験

希
援
者
は
南
ヤ
し
込
み
を

次
の
主
お
り
端
例
措
切
波
踊
問
中
心
試

験
を
行
な
い
ま
ず
の
で
、
希
鵡
均

点
骨
は
お
申
し
込
み
く
だ
杏
い
。

A

曹
油
市
仲
間
設
融
関
士
試
験
の
縫
綴

問
中
機
材
掛
一
一
刻
か
ら
第
十
点
滅
ま

で
ブ

ω
綴
第
一
一
線
か
ら
第
ぃ
υ
綴
ま

丹、
品
試
験
日

後
記
試
験
は
開
明
和
四
十
六
年

九
月
一
一
十
二
良

災
後
試
験
は
昭
和
利
関
十
六
年

十
月
七
行
・
人
口
M

A

曹
絞
殺
議
所

チ
場
武
市
出
向
で
行
な
い
ま
す
が

受
験
制
訴
に
拙
捌
出
廷
し
ま
す
。

な
お
、
制
州
出
制
審
判
側
、
受
験

料
、
や
し
込
み
党
移
叫
許
制
剰
に
つ

い
て
は
中
市
議
粉
本
部
予
時
間
町
四
へ

お
問
問
い
合
せ
く
だ
き
い
。

明
町
制
輸
入
ご
め
一
一
一
本
一
鈴
市
内
線

二
八

O
務
ま
た
は
八
二
回
同
一

ナ
知
数

724 
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内

山

所

得

制

課

額

一

塁

年

金

に

は

本

人

之

校

一
の
一
昨
侭
げ
に
よ
る
文
総
務
擦
が
あ

一
り
一
出
血
綴
以
上
の
般
得
が
あ
る

一
と
綴
絞
匁
哉
は
支
給
停
£
さ
れ

…

キ

待

合

や

3
0

作
こ
の
所
得
制
間
際
的
限
度
額
は

発
緩
和
十
の
よ
う
に
手
ざ
上
げ
ら
れ

問
て
い
ま
す
が
、
本
年
度
も
大
総

別
に
出
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
ο

冷
本
人
の
一
排
出
胤
附
脱
皮
蛸
綱
試
一
…
コ
一

山
伊
万
関
口
か
ら
…
一
奈
川
刀
悶
U

に
、
配
渡

的
成
樹
・
談
議
義
務
者
の
一
政
相
持
滋
際

n
J

蛸
削
は
、
扶
養
毅
淡
五
人
的
柑
機
会

一
で
一

O
笈
九
%
問
問
。
。
悶
は
か

一
ら
、
…
側
双
丸
、

ooorド割引

一
雪
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
〈
下
世
流

…
を
品
世
田
制
)

一
こ
れ
に
よ
っ
て
い
ま
ま
で
所

一
得
が
多
い
と
い
う
ζ

と
で
福
祉

ア切

福
祉
年
金
支
給
制
限
大
幅
に
緩
和

訟
や
殺
を
受
け
る
こ
主
が
で
き
な

か
っ
た
人
マ
も
、
今
年
か
ら
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
場
合
が

あ
ち
ま
す
の
で
、
詳
し
い
と
と

は
脳
出
民
年
金
係
へ
ど
綴
制
限
く
だ

夫、ぃ。
品
即
戦
争
公
務
に
も
と
づ
く
公
務

然
的
別
料
な
ど
と
の
併
給
制
際
的
V

お
縁
故
年
余
念
品
交
け
る
に
と
姐
載

が
で
き
る
人
が
毅
争
公
務
に
も

と
い
く
公
務
扶
助
料
、
増
加
恩

給
、
遺
族
年
金
な
ど
の
公
的
年

金
を
受
け
て
い
る
場
金
泳
、
そ

の
公
的
和
小
金
の
蛸
聞
が
一
六
七
、

…一一

O
O
Rよ
れ
ソ
少
な
い
と
き
に

際
り
福
祉
年
金
の
綴
官
淡
淡
と

し
て
公
的
年
余
持
制
偶
と
一
六

七、一一一ハ
U
O附
け
と
の
差
額
が
支

少

年

野

球

大

会

中
市
銭
グ
ラ

y
ド
で
行
な
わ
れ
ま

し
た
が
、
見
事
V
ル
パ

1
7
蔵

品
ツ
タ
ス
チ

iム
が
附
税
務
い
た

し
ま
し
た
。

t1 

の

ヲ|

上

げ

給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。こ
れ
が
本
紙
a
十
月
か
ら
は
、

そ
の
公
的
年
金
げ
か
議
士
官
以
下

出v
m
問
中
阜
人
や
こ
れ
に
綴
潟
す
る

出
家
田
縄
問
専
に
係
る
も
の
で
あ
る

主
寺
山
弘
、
締
聞
紙
年
金
を
金
額
支

給
さ
れ
る
こ
と
に
な

5
ま
し

た。
と
れ
に
よ
っ
て
‘
今
ま
で
の

限
度
総
会
ζ

え
る
た
め
に
世
間
後

匁
金
や
る
恋
受
け
る
こ
と
が
匂

き
な
か
っ
た
人
や
、
一
線
し
か

受
け
る
ζ

と
が
マ
金
一
な
か
っ
た

人
で
も
受
け
て
い
る
匁
会
が
戦

A
V
公
務
に
も
と
づ
く
公
的
前
年
金

で
あ
る
と
き
は
も
大
相
節
分
的
人

が
恒
霊
祭
芝
公
然
支
え
げ
ら

れ
る
よ
う
に
な
争
ま
し
た
。
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主主空襲豪華絞 5人

4人

3ノ、

2人

1人

G人

従
来
の
給
水
議
後
ヱ
奈
の
綴

行
に
つ
い
て
は
、
部
制
緩
融
部
協
胤
〈

公
道
か
ら
宅
地
内
ム
抗
告
品
数
ま
で

〉
と
蹴
陥
絞
殺
楓
艶
〔
公
送
か
ら
姶

水
道
指
定故
誇

修

理

も

迅

速

帯
感
十
社
に

門

Hの
絞
ま
で
〉
の

2
本
立
て
で

行
な
っ
て
き
ま
し
た
匂
と
れ
に

つ
い
て
は
、
蹴
川
悦
蹴
繁
盛
の
上
水

叫
治
的
斜
入
会
後
進
す
る
為
で
し
た

続
出
相
四
十
中
u
年
絞
め
殺
孫

子
市
鶴
桝
路
料
を
次
ぬ
と
お
れ
ソ
募

相
府
い
た
し
ま
す
り
で
、
品
抑
制
向

者
は
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

A
V
議
議
お
よ
び
綴
織
や
殺
人

問鳳“
般
的
行
致
事
務
職
員
十
五

。臼ふ一
本
技
術
叫
戦
線
以
一
一
一
名

A
曹
受
験
資
総

。
大
学
，
続
大
卒
業
者
は

昭
和
二
十
二
年
間
関
月
一
一
時

以
符
に
集
ま
れ
た
者

@
悦
附
蛾
禅
学
校
卒
業
以
上
の

者
‘
ま
た
は
こ
れ
主
問
問
符

以
上
の
学
カ
な
お
ず
る
単
調

は
、
m
m
級
二
十
六
年
総
万

一
一
詩
以
降
に
生
ま
れ
た
者

@
土
木
技
術
融
制
員
法
‘
m
m

が
、
当
初
時
間
的
か
ほ
緩
途
成

さ
れ
ま
し
た
の
で
米
る
十
万
一

日
制
か
ら
、
新
築
、
既
設
の
反

射
却
な
く
公
道
か
ら
宅
地
内
汰
水

品
位
ま
で
と
な
静
ま
す
。

婦
制
制
品
工
務
総
も
従
来
七
社
で

あ
ち
空
し
た
け
れ
ど
約
水
戸
数

の
港
旅
に
伴
な
い
、
次
の
一
一
一
枚

が
新
た
に
治
加
術
祭
に
な
ち
ま

し
た
。か
く
み
や
水
道
的
〈
八
二
1

和
十
二
年
間
同
月
一
一
日
以
降
に

0

・
本
中
市
に
夜
依
す
る
者
ま
た

は
逸
品
掛
川
，
能
町
籍
出
向
げ
い
統
役

す
る
と
抽
出
め
る
成
制

A
V
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

点
や
は
鳳
官
後

で
き
ま
せ
ん

。
日
本
の

@

禁

治

産

者
お
よ
び
機
淡
泌
総
吉

@
州
制
消
滅
以
上
の
射
に
緑
地
せ
ら

れ
た
増
幅

争
受
験
手
袋

。
由
申
し
込
み
附
則
紙
は
古
市
役

叫
防
総
務
総
行
滋
識
で
交
付
し

ま
す

。
一
一
六
双
}
小
野
諮
問
融
制
工
業

時
間
ハ
八
八

1
0七
五

二

有

限
会
社
議
保
設
備
工
業
戸
八
一
…

i
ゴ
一
九
開
問
。
〉

ま
た
‘
す
で
に
広
報
ず
み
の

協
同
開
級
品
同
は
弓
お
入
者
サ

l
Mヒ

ス
の
一
貫
と
し
て
給
水
銭
絞
工

事
mu
・
卑
し
込
み
、
お
よ
ぴ
故
時
開

技
研
渓
で
僻
制
緩
ぷ
務
総
に
申
し
込

ま
れ
て
も
工
事
山
山
市
り
馳
職
人
の
手

際
対
で
魚
携
に
ま
に
あ
わ
な
い

出
砕
し
た
匁
良
一
一
淡
を
消
阿
付

し
て
く
だ
さ
い

A

帯
受
付
蜘
期
間
関

昭
和
関
口
十
六
年
九
月
十

六
日
か
ら
九
万
一
一
一
十
日
立

725 

7月27内洛長の委帝王ま式で生命めらた少年野球

ンルハ、 7::.こもγ7λ

|守
喚主主
乙

。
申
・
し
込
み
閑
m
総
ゃ
い
郵
船
出
で

お
求
ず
る
緩
ん
取
は
、
#
封
位
持
母

災
に
「
心
百
数
出
申
し
込
み
間
期
総

務
求
」
と
朱
議
し
、
あ
て
先

を
問
問
削
叫
し
允
滋
般
抑
制
用
料
円
筒

ハ必
uT十
五
円
切
手
を
は
る

現

E
E
E量
Z

こ
と
〉
を

醐
舗
闘
鶏
舗
網
開
附
録
し
て
e

A

帯
何
錦
町
用
予
定
日

ヨ

一

書

離

〈

だ

さ

い

間

階

級

間

関

十

年

賢

一

一一一
v
u噛
Z
U
低
朗
繍

3
4

F
駁
L
1

駐
副
総

A

帯
申
し
込
み

綴

綴

織

犠

瀦

護

手

緩

A
V

そ
の
品
部

1
1
1
1
1
0
山
中
し
込
@
試
験
只
怒
は
な
験
や
し

み
4
E

悶
に
必
淡
な
前
世
判
明
を
関
分
込
み
漢
に
縫
っ
て
通
知
し

で
ぶ
入
し
、
市
役
市
民
総
務
部
ま
す

が
ね
絞
殺
へ
提
出
し
て
く
だ
$
@
そ
の
他
詳
郊
に
つ
い
て

い

は

市

役

所

総

務

組

側

刊

行

隊

派

@
か
し
滋
み
織
に
は
a

銭
的
斡
へ
品
組
問
問
い
合
せ
く
交
さ

伊
仙
悦
浮
世
潔
成
演
説
間
関
委
…
ぃ

明
端
、
最
近
中
ハ
カ
月
以
内
に
後

よ
う
な
場
合
主
、
燦
々
に
な
っ

て
来
て
く
れ
な
い
場
合
等
、
叉

は
辺
市
場
施
行
に
伴
う
ト
ラ
ブ
ル

が
お
き
た
と
き
は
、
と
れ
わ
な

十
月
間
引
ま
で
に
は
、
…
品
知
加
岬
裂

で
き
る
作
泌
を
掛
控
え
る
よ
う
漠

筏
検
討
中
で
す
。

みんな活気に砂おねがいします"

づ
〈J

w

a

ど

r
dムサ
i

8
1苛
「

m
f

円ハ終日ドス

プ

ル

一

考
l
i
i
1
2ヲ
た
お
め

一

白

4

1
一

F
3
4宇
i

一

e
f
i
l
i
-
-
a
d，
空
一
ザ
タ
ス

プ
5
1
M
円
引
リ
内
野
町

「
壮
一

i
「

i
i
l時一琵
4
0

ま
一

-
2
1
2
i
i
l
均
し
か
け
さ
ゐ

部「
l

iレ
作
グ
ル
ス

i

H

H

ぷ

Jvff糸益事。

i

z

f

ル
lイを

Zu

mm

三官
i
v
y

円
悶

?
z
誠一

F
F

土
地
立
入
総
資

特
料
開
悼
平
合
の
都
市
計
画
資
料

作
成
の
た
め
詞
奈
良
月
刊
か
匁
い
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ど
協
カ
く

だ
さ
る
よ
う
h

抑
制
聞
い
い
た
し
ま

み
多
。品開一刻資併用品製

①
建
築
物
周
波
泌
総
綴
翁
ぷ

場
、
お
銭
前
胤
際
線
級
交
③
一
ニ

雌
附
以
上
の
総
築
物
明
朗
蜜
@
待

相
側
半
分
布
調
査
⑦
敷
地
一
仰
綴

分
布
務
官
広

行

政

相

談

人

権

擁

護

相

談

八
月
の
一
行
政
相
判
後
お
よ
び
人

権
悼
時
湘
賊
相
側
問
問
山
林
次
の
よ
お
れ
ワ
行

な
い
ま
す
。

位同総
.

h

八
月
一
7
・T
火
口
付
午
縦
十

持
か
ら
午
後
一
以
降
ま
で

場
開
閉
門
技
派
手
中
市
中
央
公
民
館

な
お
、
当
日
は
行
総
総
淡
品
川

お
よ
び
人
様
緩
綴
抑
制
淡
蹴
践
が
山
田

腐
の
予
市
ぬ
で
す

狩

猟

講

習

会

腕
明
品
朝
間
関
十
六
匁
府
間
の
初
心
者

合
対
象
と
し
た
仲
村
鉄
治
習
会
が

行
な
わ
れ
ま
す
の
で
、
同
ぇ
叫
附
品
仰

塑
者
は
ん
市
役
所
絞
れ
然
主
調
印
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

V

申
し
込
み
方
法

。
六
カ
月
以
前
向
に
拠
開
彩
し
た

亙
閥
、
部
州
捌
制
上
単
身
ラ
イ

カ
蹴
縦
波
J

真
一
…
繋
と
印
紙
同
な
ど

持
参
く
だ
さ
い
。

。

手

数

料

開

吋

綴

じ

rH
内

γω

綴
お
よ
び
丙
種
子
河
問
問
内

0

・
印
・
誇
さ
は
島
町
仲
仲
間
γ
心情叫に

用
意
し
て
あ
ち
ま
す

wv

横
綱
制
問
日
程

。
九
月
八
日
午
総
人
的
…
コ
十

分
か
ら
午
後
叩
以
降
ま
で
と
、

九
月
九
段
午
前
八
臨
時
三
十
分

か
ら
午
後
一
ニ
ま
で
同
月
岡
山
市
則
前
間

生
務




